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ll　実践の記録
教育実習における生活指導
1．　生徒∫学級の実態’
1－1　とにかく，生徒はどこでも元気で，さわがしい。聞くという姿勢をとらせるのに苦労し
　　た。
1－2　授業で，聞く態度がまったくできていない。
1－3　教室が非常にさわがしい。さわぎの「発生源」も，「拡大源」もはじめはまるでみえな
　　かった。
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清掃のとき，生徒たちはいつも大騒ぎだ。
清掃ではおどりまわっている生徒がいた。
生徒は非常に自己中心的である。それが給食や清掃の時間に顕著にあらわれる。
授業と休みの時間のけじめがつかない。
生徒は，チヤイムがなってもなかなか席につかないのである。
生徒は，「はい」，「いいえ」の返事がほとんどできない。
中学生はまだことばを選択することを知らない。思ったことをそのまま生のことばでぶ
　　っつけてくる。
1－11　生徒たちは物を大切にしない。とくに公共物の扱いには目にあまるものがあった。
1－12　今の中学生はものを大切にしない。生まれたときから，豊かな，何んでも手に入る環境
　　の中で育ってきたからなのか。
1－13　忘れ物が多いのにおどろいた。
1－14忘れ物が多く，そしてとりにくる生徒がほとんどいない。
1－15　「基本的生活習慣」が身についていない。
1－16　「しかたなしにやる」が圧倒的で，「すすんでやる」は本当に少ないのです。
1－17　生徒は教師の働きかけがないと，うここうとしないのである。
1－18　生徒はよくいえば無邪気，悪くいえばツッパリ，根は素直でも行動はちがう。集団にな
　　るとこわいものなしである。
1－19実習中にいろいろなことがあった。「もうお前の授業なんか受けん」と教師に言いはな
　　ち教室を出て行き，夜おそくまで家に帰らなかった生徒，先生の車に傷をつけた生徒，友
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　　達の自転車をこわした生徒，女生徒同志のつかみ合い。けんか……
1－20　2年生では授業を抜けだす生徒，3年生では撰業中廊下でさわいでいる生徒がいた。
　　先生が注意するとおもしろがっている。荒れているというより，甘えきっているという感
　　じ。
1－21服装の乱れや遅刻，欠席の目立つ生徒が何人かおり，彼らにふりまわされている感じが
　　した。
1－22遅刻が多いのにおどろいた。髪の毛を染めて，長いひきずるようなスカートをはいてい
　　る子もいた。
1－23何をいっても無視する生徒がいるのである。
1－24　おこられることが常習になっていて，何をいっても応えない生徒。
1－25注意を受ける生徒はいつもきまっている。そして，そのような生徒は実習生にも心を開
　　いてくれない。
1－26　生活ノートには「っかれた，つかれた」としか書いてない。部活動，塾，生徒の1日は
　　ほんとにいそがしい。
1－27　1年生と3年生のちがいにおどろいた。1年生はほとんど小学校の延長である。ところ
　　が3年になると，体格は大人以上，’ら理的にはきわめて複雑，そしズ未熟。
1－28　2年生の無気力，無感動が印象的であった。
1－29　生徒は上級生の前ではへんにおとなしい。
1－30　1年生が稼内で上級生に行き合うとあいさつや会釈をする。こんなことは私の中学時代
　　にはなかったこ，となのでびっくりした。
1－31男の子の方が扱いやすく，素直な面もあるが，女の子はすねたところがあり，とてもむ
　　ずかしいと思いました。
1－32　クラスのまとまりがないのが気がかりであった。
1－33　クラスの中に，リーダーがいないのである。
1－34　クラスが全体としてまとまりがなく，自分たちのクラスという意識がうすい。
1－35　協調性に欠け，それぞれが好き勝手という状態。
1－36　まとまりのあるクラス，そうでないクラスといろいろでした。私のクラスは学級委員を
　　中心に，「学級づくり」がすすんでいました。
2．生活指導の実際
2－1　生活指導は，「生徒指導」であり，「きまり’」の指導が中心であった。　　　　　　1
2－2　自分の中学生の頃とは比べものにならないほど規則がきびしくなっていることにおどろ
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　　いた。
2－　3　私の実習校では，「おはようございます」，「こんにちは」，「さようなら」など日常の挨
　　拶の徹底が目ざされていました。
2－4　実習初日，実習校の門をくぐってまずおどろいたことは，生徒がみな自分にあいさつし
　　てくれたことである。実習期間中に，「あいさつをする」ということに教師の大変な苦労
　　があったことを知った。
2－　5　授業のはじめには「お願いします」，終わりには「ありがとうございます」というクラ
　　スがあり，途惑った。
2－6　「学習指導の中での生活指導」が目標になっており，指名された生徒は必ず返事をして
　　起立，語尾には「です」，「ます」をつける，が全校でとりくまれていました。
2－7　チャイム着席が目標で，Jチャイムがなると生活指導の教師が廊下を歩き，教室に入らな
　　い生徒に注意をしていた。
2－8　朝の学活から，給食，帰りの学活まで，放送どおりにきちんと終了させるということを
　　きびしくやっていた。
2－9　服装がとくにきびしく，名札，帽子，ベルトなどのない生徒は家にとりに帰された。
2－10週1回，朝礼で，・髪型，服装の検査が行われていた。髪型では違反した生徒を教師が床
　　屋につれて行くことになっていた。・
2－11　実習期間中に3年の修学旅行のきびしい持ち物検査が行なわれた。
2－12　祭礼の巡視では，学校の外にも生徒指導の場があることを知りました。・
2－13　実習校では，下級生の手本になるようにとくに上級生にはきびしい指導がなされていた。
2－14　チャイム着席，清掃コンクールが行なわれていました。
2－15　ぼくも生活指導の先生，週番の先生と一緒に毎朝校門に立った。
2－16挨拶の習慣化，服装きまりを守るなど教師が一体となり指導にとりくんでいた。
2－17　生徒たちの制服にも運動着にも大きな名札がつけられていた。生徒に注意する時はどの
　　教師も名前をよんですることになっていた。　　　　　　　．．
2rr18私の行った実習校には「校内巡回」という制度があり，先生は袋とごみづかみをもって
　　校内を見廻り，教室に入らない生徒を教室に入れるなどをしていた。ときには，ラグビー
　　のモールみた，いなもみ合いもあった。，
2－19　実習期間中にある事件が起ρた。先生方は夜遅くまで会議を続けていた。
2－20　問題がおきると，帰宅が夜半になることもあった。
2－21対策より予防がスローガンであった。
2－22　生徒指導は予防が中心であり，「ノート」の提出，係制度などが計画的になされていた。
2－－23教師による体罰が思っていたよりずっと多いことにおどろいた。
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2－24父兄の「きびしくやって下さい」という意見をもとに，なぐることに合意が成り立って
　　いるという感じでした。
2－25　学業面の指導より，生活面の指導に先生方はかなり神経質になっているという気がしま
　　した。
2－26　けじめをつけるようにきびしく言ったら，生活ノートには「もう先生の本性がではじめ
　　た」と書かれ，考えさせられました。
2－27　こちら側も，けじめのつけ方が本当に難しい。「教師の顔」で生徒たちを怒ったつぎの
　　瞬間に「おねえさんの顔」になってしまう。
2－28　きらわれることをおそれて叱ることができない。悪いことをしたときには，本気で叱ら
　　なければならないのに。
2－29　態度のよくない生徒に注意を与えるのがとてもむずかしい。実習生であるという遠慮
　　と，もうひとつは自信のなさから。
2－30　「自主性」と「きびしさ」との間でずいぶん迷いました。おこらなければ事態はおさま
　　らない。しかし，おこってきらわれたらどうしようという気持がおきてしまう。
2－31　「叱るのと怒るのとはちがう」といわれたが，本当にそうだという体験をした。
2－32　「親に連絡しないから話しなさい」といわれたので話したら，親に伝わっている。「もう
　　先生なんか信用しない」という。本当にむずかしい。
2－33　市内で一番荒れているといわれている中学校へ行ったが，先生たちは真剣で，チーム・
　　ワークがよく，どんな小さなことでもとりあげ討議をするという体制がとちれていた。
3．　生活指導についての感想と課題
3－1　生徒の性格をよく知り，きめこまかな指導をする必要があると強く感じた。ことばで注
　　意しただけで非常に傷つく生徒もいるのである。
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何よりも，生徒たちの中へとびこんでいく姿勢が大切だと痛感した。
生徒の中へ入っていかねばならないといつも考えていたが，それが非常にむずかしい。
教師は，とくに学級担任は，ひとりひとりの生徒と対話をもたねばならない。
生活指導においては，教師と生徒との信頼関係がすべてなのであるが……。
何よりもまず，生徒を評価せず受け入れることの重要性を感じた。
生徒の身になって心配し，考えること，しかも教師としての確かな態度をもつこと。
教師の日常の生活態度の大切さを思い知らされた。
生活指導では，当り前のことを要求し，それを実行させることが必要だと思った。日常
的に，根気強く。
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3－10　生活指導では，教師の生き方，あり方が問われる。
3－11熱意だけでなく，経験や人徳も必要だ。
3－12実際にやってみて強く感じたことは，いくら口で言ってもだめで，行動で示さなければ
　　生徒はついてこないということだ。
3－13　まず教師が手本となり，実践してみせることが大切である。
3－14　教師の「無言の指導」がいちばん心に残っている。とてもかなわないと感じた。
3－15　2週間，生徒の悪いところだけ目について，ほめたことがなかったのを，今，強く反省
　　している。
3－16実習生はまず学校の生活指導のねらいや目標を知る必要がある。ひとりよがりがいちば
　　ん問題である。
3－17教師と生徒の約束事を知る必要がある。そうでないと場ちがいなことをしてしまう。
3－18「きまり」だからというだけではだめで，何のため，どうしてかをわかるように説明する
　　ことも必要である。
3－19　中学生にこれほど手とり足とり指導する必要があるのか一これがぼくの素朴な疑問で
　　ある。規律の大切さはよく判るのであるが。
3－20　教師と生徒と一緒にいる時間がもっとも長いのは授業である。授業における教師と生徒
　　との関係がもっと重視されてよいと感じた。
3－21教師は，生徒を個人としてだけでなく，集団として指導しなければならないということ
　　を知った。
3－22　見通しをもった「学級づくり」がきわめて大切である。
3－23教師の態度がバラバラなのがいちばんまずいと感じた。
3－24　もう体力，体力がなければ……。
3－25生活指導について，一定の姿勢や課題をもっていなければならない。
3－26生活指導が生徒管理に終わらないために，生活指導とは何かをじっくり考えてみたい。
3－27　口先だけでは解決できないきびしさを感じました。現在，生徒たちは病んでいて助けを
　　求めているのだと思いました。
3－28問題はきれいごとではすまされない，ドロドロした，大人と子どもの「たたかい」でも
　　ある。
3－29私に相談にくる生徒，私の力量ではどうすることもできない問題を打ち明ける生徒，も
　　っと時間があれば，もっと力があれば……の2週間でした。
3－30　結局，ぼくは御膳立のできているところで，ぬるま湯につかっただけ。これが実習生の
　　限界かもしれない。もちろん，精いっぱいやったつもりではあるが。
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　〔付記〕
　以上の生活指導についての「感想」は，1983年度に中学校で実習を終了した学生の「実習
のまとめ一3，生活指導」から抽出した。（菅原）
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